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午乳を搾乳後l任ちに IOOCK冷却し，岩井酪農機械製作所製 M6型クリームセバレーターで 400CK加
温した牛乳を遠心分離してボウノレ内岐に附着した沈澱物を採取して乳泥Iとした.
乳泥Hは同附属牧場のホノレスタイン係の{悶乳を搾乳後直ちに佐久間製作所製 90E2型遠心分離機を
使用して， 3000 rpm， 2300 gで30分遠心分離し，遠心管底部l乙沈澱した沈澱物を採取し，乙れを乳泥E
とした.
実験方法
手L泥 1，乳泥Eの試料は夫々脱イオン水で懸濁し，必要に応じて NNaOHを添加して pH6. 5~6. 7 
lζ調整し，この懸濁液中の蛋白質合量，カゼイン態蛋白質含量， Ca， Mg， Pの各含量を定量して乳泥中
のそれらの合有量を算出した.蛋白質の定量はミクロケノレダーノレの常法を，カゼイン態蛋白質の定量は












質合litは 18.24%でそのうちカゼ、イン態蛍白質は 13.14%で，非力カゼイン態蛋白質は 5.10%であった.
カゼイン態蛋白質と非カゼイン態、蛋白質の比は 72対28で，乳泥Iの主な成分は水分を除くとカゼイン
態、蛋白質であることが判った.
















17.63%でそのうちカゼイン態蛍白質 12.86%，非カセ、イン態蛍i3質 4.77%であり，さらに灰分は 2.57
%であった. この乳泌の水分は 76.19%であったので水分を除くとカゼインが乳泥'1'の主成分であり，
カゼ、イン態蛋白質と非カゼイン態蛋白質の比は73対27であった.さらに乳首己中の蛍白質 Igr当りの Ca，
Mg， P含量は Ca35. 73 mg， Mg 4.79 mg， P 20. 64 mgであった.












Other Su bstances 
Table 2-2. Ca， Mg and P Contents of Separator Sludge Prepared with Centrifugator 
Ca 35. 73 mg per 1 gram of protein 
Mg 4. 79 mg per I gram of protein 
P 20. 64 mg per I gram of protein 
3. 新鮮個乳の脱脂乳及びその乳泥すなわち乳泥Hの電子顕微鏡による観察の結果は第 l図から第6図
IC示した.第 l図から第 3図までは芋L泥部分の電子顕微鏡写真(2万倍)を示し，第4図から第6図に
脱脂乳部分の電子顕微鏡写真 (2 万倍)を示した.脱脂乳中にみられるカゼイン・ミセノレは 200~250mfl
乳~中の巨大カゼイン・ミセノレの研究 125 
以 Fの!I'L1世をのーしているがそれ以 Iての大型のカゼイン・ミセノレは認められなかった.乳泥部分の電子顕
微鏡リ交によるとそのほとんどが 300mμ 以上の巨大なカゼイン・ミセノレで，特lこ大型のものでは 500














can Dairy Science Associationで定めているけ.それ故[こ'1手Lを遠心分離して得られた沈澱物すなわち
乳泥をぷ潟水lこ懸諸Jし，必'J¥iKI，i::じて N-NaOHを泌加して溶解したのち pH4.6，20"Cで得られたちt
澱物はq・乳'1'のカゼイン蛍仁i質であると同定してよいと忠われる.
乳泥'1のCa，Mg， P について検討したところ乳泥中の蛋白質 1gr につき Ca35. 73 mg， Mg 4.79 mg， 
P 20.64mgと云う怖が得られたがこの値はカゼイン・ミセノレがミセノレ'11のカゼイン蛋白質 1gr につき
Ca 30~35 mg， Mg 2.6 mg， P 20~24 mgと云う数値，)と近似している.
t伝子顕微鏡による観察の結果は 300mμ から 700mμ 或いは 1000m/lIこも達する球Jr三の村:子が{パ1:す
ることが雌認されたので，乳iMIこ存{fするカゼインは Ca，Mg， P の~イ{iえからミセノレの状態、で存ú'し
ていると説明が IJ\来るが，さらに電子顕微鏡f~j. Jl~によると牧子を形成しているので乳泥'f' のカゼインは
ミセノレの状態であり， しかもJI1常に日大な牧子であると考えられる.
カゼイン・ミセノレは '1二乳 '1"では普通 30~300mμ の直径の球状を主していて 40~160 ml'の大きさが
もっとも多いと云う報告のや 20~200 m/I7)， 20~240 mfl8)の範囲であると云う意見が多いが， '1'，乳Jjlの
カゼイン・ミセノレの長大のものは 800mμ に及ぶものがあると云う報伝けもある.









(2) 宇Lifi'lの Ca，Mg， P含量はカゼイン・ミセノレの合呈と近似していて， 蛋白質 19r当り Ca35.73 
mg， Mg 4.79 mg， P20. 64 mgであった.
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su恥lMARY
Macro-casein micelles were observed in the separator sludge， preparated from raw milk， using electron 
microscope. The size of these casein micelles were about 300 ml' to 1000 ml' in diameter 
The constituents of separator sludge were 76. 19 % water， 17.63 % protein (12.86 % casein and 4. 77 % 
non casein protein)， 2.57 % ash and 3.61 % other materials. This 駅 paratorsludge contained 35. 73 m耳
Ca， 4.79 mg Mg and 20.64 mg P per 1 gram of the protein. Casein was the principal component in the 
protein of this separator sludge or in the sludge itself cxcept water. 
Casein must exist in raw milk as micelles of various size distribution and only large size micelle re-
moved to separator sludge by centrifugation of cream separator. 
EXPLAN A TION OF PLA TES 
Plate 1 
Fig. 1. Electron micrograph of macro-casein micelles in separator sludge. (x 2∞∞) 
Fig.2. The回 meas Fig. 1 
J. Fac. Fish . Anim. Husb. Hiroshima Univ. ( 1970), 9 : Plate I 
Plate 2 
Fig. 3. The same as Fig. I 
Fig. 4. Electron micrograph of casein micelles in ski m mi lk ( 20000) 
J . Fac . Fis h. Anim. Husb. Hiroshima U niv. ( 1970), 9 : Plate 2 
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Fig. 5. The same as Fig. 4 
Fig. 6. The same as Fig. 5 
J . Pac. Fish. Anim. Husb. Hiroshima Univ. ( 1970), 9: Plate 3 
